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• 異なるプラットフォームを繋げた協働

• BIMを活用した維持管理コストの算出

• 地域に根差したBIMコミュニティづくり

ヒロシマBIMプロジェクト

異なるBIMソフトの連携

BIMの普及にむけて

BIMと維持管理



異なるプラットフォームを繋げた協働



基本・実施設計

構造モデルデータ
St-bridge等

構造解析

構造モデルデータ
IFC等

意匠モデル

[構造設計]
北九州市立大学
藤田慎之輔研究室
Revit+BUS6

[意匠設計]
田原泰浩建築設計事務所
ArchiCAD

Archicad

• 意匠モデルと構造計算ソフトの連携の検証

• 構造計算ソフトと構造モデルの連携の検証

• 意匠モデルと構造モデルの連携の検証

構造モデルデータ
St-bridge

構造モデル
構造図

Revit



構造解析
意匠構造モデル

Archicad

Revit

部材情報
CSV

IFC

構造計算ソフトとの連携

✕

✕

St-bridge

✕

部材座標が取得できない

St-bridge,IFC経由が
上手く変換できない

St-bridgeが
上手く取り込めない

St-bridge

①

②

③

St-bridge④

Rhinoinside



意匠図参照

構造解析

意匠構造モデル

Archicad

構造モデル

Revit

構造モデルデータ
①St-bridge1.4
②St-bridge2.0

Archicad

ルート 親和性 可変性

①SS7→ST-bridge.Ver.1.4 ○ ○

②SS7→ST-bridge.Ver.2.0 ○ ✕

③SS7→ST-bridge.Ver.2.0→Revit→ST-Bridge.Ver.1.4 ✕ ✕

④SS7→ST-bridge.Ver.2.0→Revit→ST-Bridge.Ver.2.0 ー ー

構造計算ソフトとの連携

St-bridge2.0

構造モデルデータ
③St-bridge1.4
④St-bridge2.0

SS7

親和性：取り込んだデータが正確に反映されているか
可変性：取り込んだデータの編集ができるか



構造解析Archicad

構造モデル

Revit

構造モデルデータ
①St-bridge1.4
②St-bridge2.0

Archicad

構造計算ソフトとの連携

双方向連携可能

構造モデルデータ
③St-bridge1.4
④St-bridge2.0

中間ファイルなし

BUS-6

意匠構造モデル

St-bridge

ルート 親和性 可変性

①BUS→ST-bridge.Ver.1.4 ○ ○

②BUS→ST-bridge.Ver.2.0 ○ ○

③BUS→Revit→ST-Bridge.Ver.1.4 ✕ ○

④BUS→Revit→ST-Bridge.Ver.2.0 ✕ ○



• BIM意匠モデルと設備モデルの連携

• 干渉チェックツールを利用し、設計の整合性を図る。

設備モデルとの連携



設備モデルとの連携

意匠モデル

[設備設計]
横山工業所

[意匠設計]
田原泰浩建築設計事務所

Archicad

設備モデルデータ
IFC 設備モデル

Rebro
意匠モデルデータ
IFC



ハト小屋の位置の変更

変更前 変更後

設備よりハト小屋の移動依頼 設備モデルを参照しハト小屋を移動

設備モデルとの連携



協働モデル

• 異なるプラットフォームで作られたBIMモデルを統合

• BIMソフトに依存しない誰もが見れるモデルビューワー



協働モデル

BIMモデル

Archicad

アプリ化

UNREALENGINE

Datasmith

ゲームエンジン 協働モデル



積算・施工図
Archicad

Revit

意匠構造モデル

IFC等

• BIMモデルから数量算出の検証

• 異なるBIMモデルデータの活用方法の検証

• BIMモデルを利用した施工図作成の検証

数量算出
[施工]
下岸建設株式会社
Revit 

施工図作成

[意匠設計]
田原泰浩建築設計事務所
ArchiCAD



工事費 低 工事費 高

モデル数量

長さなどを数量情報を参考に算出
科目別

部分別

コンクリート工事

鉄骨工事

土工事

型枠工事

金属工事

内装工事

シーリング工事

数量算出



数量算出方法

• IFC
• RFA & RVT Geometry Exchange(Archicad add)
• St-bridge (構造モデル)

ファイル取込方法

Archicad Revit

意匠構造モデル 積算利用

数量データが利用できるかそれぞれ内容を確認した。



数量算出方法

• BIMモデル数量を活用

• 数量情報を活用

• Dynamo等の活用



数量算出方法

• BIMモデルから集計表を利用した数量算出

• 取り込むファイル形式ごとに数量の差違がないか検証

• ファイル形式よって集計できないものもある。

• プロパティ情報を付加して細かく分類できるか検証中

BIMモデル数量を活用

ArchicadよりRevitに取り込んだBIMモデル



数量算出方法 数量情報を活用

• BIMモデルの数量情報を利用し、BIMモデルと入力して

ないものを数量算出する方法の検証

梁の耐火被覆面積の算出

耐火被覆パターン

耐火被覆面積の計算



数量算出方法 Dynamo等の活用

• 編集不可能なBIMモデルの場合にDynamoを利用し必要

なオブジェクトに変換した数量算出方法の検討

外壁仕上げ面積の算出



BIMを活用した維持管理コストの算出



ライフサイクルコストの算出の検証

面積情報等

Revit

• BIMモデルから必要な情報の検証

意匠構造モデル

Archicad



ライフサイクルコストの算出の検証



ライフサイクルコストの算出の検証

IFC



ライフサイクルコストの算出の検証



ライフサイクルコストの算出の検証



地域に根差したBIMコミュニティづくり



地域に根差したBIMコミュニティづくり
2021/10/22 ヒロシマBIMゼミNo.21



地域に根差したBIMコミュニティづくり
2021/12/21 ヒロシマBIMゼミNo.22



スケジュール

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

基本設計 実施設計 工事見積・維持管理コスト算出 まとめ

ヒロシマBIMゼミ
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